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種球処理によるネマゴンの効果は第2表と第3表に示

した。まず室内で行ったネマゴンの濃度と処理温度との

関係をみると，使用濃度が0.16％～0.02％へと稀薄にな

るにつれて効果も逐次減退することがうかがわれ，薬液

処理後の温度は10～30°Cの間では大差がなかった。比

較薬のメチールホリドール乳剤と死ダニ効果をくらべろ

と，メチールホリドール乳剤(40%)のo.01%に匹敵す

るネマゴンの使用濃度は0.16％でこれ以下の稀薄なもの

になると，短期間の比較では効果が急減するのがみられ

る。圃場で試験した結果によると(第3表)，処理3I-1後

の死ダニ率はDisyston,メチールホリドールにくらべ

薬効発現がおそくまた処理43日後の寄生ネダニ数も標唯

無処理とかわらない結果となった。この試験は目下なお

継続中で結論できないが，これらの現象を推論すると諏

球処理直後植付け,しかも地温40～60｡C内外の砂丘地で

ほとんど露出に近い植込みかたであるためネマゴンが気

化消失したこと，球根深部食入ネダニに対し接触効果が

期待されなかったためではなかろうかと思われる。なお

前述の室内での種球処理中40｡Cパラフィン溶融器内で

の死ダニ率は各処理区とも高く処理間差がなかった。こ

れも高温によるネマゴンのガス化，保存器内容獄の広狭

による結果が影簿したものと思われる。ラッキョウの生

青におよぼす影響は圃場試験の10月20側調べのによると

BIock間雄がありはっきりしないが，ネマゴン乳剤(80

％）の0.16％でやや生育の阻害があるようであった。ラ

ッキョウのエうな薬剤の耐性敏感作物では，ネマゴンの

鞭球処理法にさらに各方面から検討を加えるべきであろ

う。

立毛ラッキョウにネマゴンをすじまき施用した試験結

果では，処蝿10日後の指標他物の埋没ラッキョウによる

死ダニ率はみるべき効果がなかったが，処理5511後の立

毛ラッキコウを掘りとり球根部寄生ネダニの加害状i兇を

観察した；,'i梁では乳粒剤の薬逓が瑚加するにつれてネダ

ニ寄生数少なく乳剤より粒剤がややまさる傾向がみうけ

られた。弓ツキョウヘの生育の影劉は葉先から枯死する

ようなこと;まなく唯直立葉が少なく葉筒はやや戦化気味

となり垂菜が目立った。また別な試験（地温地表下10～

12.5｡C,1螺水分80%)によると，ネマゴン粒刑(20%)

10a当8,16kg,ネマゴン乳剤(80%)10a当原莱瞳
294Jのすじまき施薬でいずれも薬剤処理2日後には

異状がなかったが4日後には下葉の葉先から裁変枯死し

だし著しく生育を阻害した。これらの点から立毛ラッキ
ョウヘのネマゴンの応用は薬害の面から危険性がともな

うようでh'唾な検討が望まれる。

Ⅲ要結

殺線虫剤ネマゴン1,2-dibromo3-Chloropropane

をラッキョウを対象のネダニR"iZogl""zgsec版加p"s

FuMouzEetRoB1Nの防除に応用を試みた結果，稚球

処理に用いる場合は処理操作により効果に変動が大きい

ことをみとめ，立毛ラッキョウにもラッキョウが薬剤耐

性敏感作物であるところから応用には危険性をともなう

ものとみられる。最も適用場面の期待されるのはラッキ

ョウ植付け前の土壌全面処理で10a当原薬堂としてネマ

ゴン乳剤（80％）で700c｡c内外，ネマゴン粒剤(20%)

で5kg内外が最少限界薬堂であろう。今後の問題とし

ては土壌処理から杣付けまでの期間をさらに検討しなけ

ればなるまい。

第4表立毛ラッキョウに対するネマゴン

の効果（1959年福井農試）

7月16日（処理55日

|拳謡|篤鴻雛豐総,瀧供試薬剤
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腕考処理時地温17～18°C処理期5月11日1連制

イネシンガレセンチュウの稲体における増殖様相判定について

織田真吾

(農林省北陸農業試験場）

イネシンガレセンチュウに対する薬剤防除試験を行な

った場合の結果から，‘脇に疑問として残されることは，

防除区の'蚕徴茎数が減っているにもかかわらず，その区
における籾内のセンチュウ棲息密度は必ずしも併行IWな

減少を示さず,時には,かえってふえていることすら見ら

れる蛎災である。このことは,'!lig徴を発現する時lりlに生

ｲfしていたセンチュウには，莱刑撒布によってある孫庇

の効果があったために,'il微が発現しなかったが，薬向l1
によって致死までの影響を受けなかった残存個体が，そ
の後繁殖して，籾内センチュウ密度を期加した結果であ
ろうとしか考えられない。いったい，本繩の墹殖はいか
なる様相をたどるものであろうか。この試験はこれらの

場面に股lする苫干の判定賛料を得ようとして行ったもの
である。
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第2表各調査期における草丈の変動(単位cm)本試験の企画並びに遂行については，当場害虫研究室
長田村市太郎技官の指導によった。ここに特記して深謝
の意を表する。
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I試験方法

本試験は無被害稲を供試して，各生育段階ごとにセン
チュウを人工寄生させ，イネの生育状況を調査すると共
に，収砿後，籾内センチュウ数を粘査し，その結果から
増殖期を判定しようとしたものである。すなわち，5000

分1aポットを用い91ポットを1区とする7処理を3

述制として設けたが,.それらの処理方法は第1表に掲げ

る通りである。

第3表各調査期における茎数の変動(単位本）
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第1表試験区の榊成

’区号肥｜処理区名 処理方法

A※|無害区 ｜全然処理を行わない
1ポット当り1釦頭のセンチュウ淋出液B羅害区
を移植時に海注

C分けつ期注入区 7月3日，生育中庸5茎の妓上葉鞆内に
上肥液を1cc前後注入

，出魂32日前注入区7月6日，同上処理

E出秘15日前注入区8月1日，同上処理

G開花1日後葉鞆内注入区8月20日．同上処理

H閲花'日後籾内注入区|X月"日，緬露液を醗肥5茎の顔内に窪

第4表各処理区の無処理茎と処理茎の籾

内センチュウ数（単位頭）

(イ）無処理一室一一一で司一麺一理一琴

'nmlmfI'nml叶
処
理
区’ |"'+《｡｝伽考※以下の表の処理区はこの区肥号で表す。

供試品種は銀中とし，前年産無被害籾をウスプルン

1000倍液に10時間浸潰し，さらに，パラチオン3000倍液

に20時間の没漬処理をして種籾の完全無罹害化を計っ

た。4月17日播種，保温折衷苗代育苗とし，5月25日1

ポット1株2本植とした。基肥は硫安2.5gr,過石3.Ogr

塩加1.09rとして，移植前に当る5月24日に施し，さら

に7月22日に至って硫安0.5grを追肥した。

これら各区について,生育中に草丈，茎数,害徴茎数を

調査することとし，さらに収穫後において，籾内センチ

ュウ数調査を行った。籾内センチュウ数調査にあたって
は，まず，籾20粒を手臼で籾殻と玄米とにわけ，下部に
ピンチコック付きのゴム管を接続した径5cmのガラス

ロートの内部にカンレイシャを敷き，その中に前記の籾

殻と玄米を入れて，蒸溜水で満し定温20｡Cに20時間放

侭してから，ピンチコックを開き,3mm方眼の目盛付
ll"l･皿内に澗下液2～3c｡cをとり，同液中のセンチュ

ウ数を検鏡すこととした。籾粒抽出については，1区を
無処理茎，処理茎にわけ，それぞれからランダムに20粒
ずつをとる方法によりこれを5度反楓した。
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も算出され，9月16日調査(F=3.08*)では5%水準の

有意差を示した。なお，草丈及び茎数について，各調査

日ごとにブロック間差を計算したところ危険率を20%と

すれば草丈では8月29日調査に，茎数では7月28日調査

に有意差がみられた。罹害区は無害区に比べると，草丈

が低く，その差は後期になるに従い増加してゆく傾向が

みられる。また，各処理は処理後11～27p後のはじめて
の調査で，無害区に比べて1時的な差を生じており，分
けつ期注入区及び出穂15日前注入区では，無害区よりも

高草丈を示し，その他は低位化を示している。このこと
は，イネの単なる生育の差か，それとも処理によって生
じたのかは不明であるが，罹害区が無害区に比べて，草
丈を侭位に保っていることからも考えあわすと何らかの
関連を持っているように推測される。
茎数については，処理間に有意間差は認められない。
被害茎については，8月19日以降の調査において,被害区
が3ポット合計18本を数えたのに比べると，分けつ期注
入区が合計2本を数えたのみで他の各区は0である。害
徴発現がいかにしてなされるかについては，不明である
が，本試験では注入時期が遅かったため，害徴発現可能
部位での加'苫行動ができなかったか，あるいは，加害し

Ⅱ試験結果及び考察

上記方法による調査結果は，第2，3表及び第4炎の

通りである。

まず，草丈についてみてみると，処理前は罹率区をも

含めて，何ら区間差異がみられないが，日数がたつにつ
れて差をあらわし，7月28日調査(F=21.54**),8月

1911調査(E=5.78**)では処"冊に1%水堆の有意荒
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ても，稲体での被害抵抗ができていて発現がマスクされ第5表籾内センチュウ多窪区間の有意性検定

たのかもしれない｡さらに｡ｲﾈの生育途次において｡．＃|Ⅲ'満',”|雲圖,夢,鰻妾方余翰篝緬■，ンチュウの棲息条件が一時的に不利を招く環境ができ，

｜ ＊
その結果として，なんらかの特殊物質が排出され，そのB

物質がイネの生理に影響して害徴があらわれるという推c

定が許されるならば，本試験での人工寄生時期は-ﾘｰでD

に，その環境が解除された後であったために，害徴出現E

が少なかったのかもしれない。ともかく，注入時期に側叶|8'i~ss298712380｢||
しては，問題を残したもののようである。

籾内センチユウについては第4表の通りであるが，こなかったが，念のため，これらの検定値から離れて，区

のうちの処理茎のみをみると，出穂32日前注入区が高密間数値を傾向的に勘案すると，移植期から分けつ期まで
度で，次に，分けつ期注入区となり，出穂15日前注入区及び，分けつ期から出穂15日前頃までに，何回かは不明

では半減し，さらに，開花期注入区は0に近い。一方，であるが，増殖期があるのではないかというような推測

無処理茎では，本来ならば，籾内センチユウをみないこがなされるように考えられる。また，開花期以後のセン
とが予想されるのに，相当数のセンチユウを数える区がチュウは籾内に存在しているのであろうが，このような

ある。これについては，茎間移動をしたのかもしれない時期においては人工寄生させたセンチュウが0に等しく

という疑問がもてるが，一面，あるいは試験上の不手際なることからみると，このような後期になるとセンチュ

であったのかもわからない。これらのうち前者についてウの棲息及び増殖に不利な条件を提示するのかもしれな

は別に究明することとして，ともかく，各処理区のうちい。これらの詳細については，なお今後の研究に待ちた
多棲区のみをとり有意性の検定を行ったところ，第5表い。

のような結果になった。すなわち,F値による有意性は

ネコブセンチュウに対する殺線虫剤の効果について第1報

勝元久衛・川瀬英爾

（石川県立農事試験場）

石川県に於けるネコブセンチュウはサツマイモネコプ

が主でその被害も日本海に面した砂丘地に多くまた，金

沢市近郊の腐殖土壌に激甚である。その防除も高温時す

なわち，春期から夏期が最適といわれるが，土地利用の

高度化によって農家では休閑期の2～3週間を得ること

がむづかしい実情にあるので，秋季の作物収種後に処理

した場合はどんな効果が現れるか，また，薬剤使用盆を

変へた場合にどう収穫に影響するかを検討してみたので

その概要を報告する。

本試験遂行に当っては圃場の管理その他について富来

農業改良普及所及び寺井農業改良普及所の職員各位の御

援助を受けた。ここに特記してお礼を申し上げる。

I秋季の薬剤処理がホウレン草の

生育に及ぼす影響

試験方法金沢市増泉町の埴壌土地のトマト収種

後，1958年9月25日に薬剤処理を行った。（地温10cm

20.5°C,気温22.0｡C)供試薬剤はネマゴン乳剤40で,こ

れを400倍,600倍として33m2当8J潅注｡ネマゴン油剤と

D－りはは30cm×30cmに1穴当り1.8ccと3.6cc注入，

ネマヒューム30は30cm×30cmに1穴当3.6cc注入，ネマ

ゴン粒剤は60cmの作条で15cmの深さに3.3m2当60g

を散布して直後に種土することとした。ネマールは30

cm×30cmに1穴当1.8cc注入，ネマゴン錠剤は30cmx

30cmに1穴とし15cmの深さに挿入した。区制は11区3
連制1区3.3m2宛とし,注入は津村式注入器を用い,潅注
はジョウロで行った。ホウレン草の播種は11月2日（薬
剤処理後37日）にガス抜きを行って直ちに75cmの畦で
散播。肥料は慣行法とした。調査は1959年4月21日で1
区15株宛を抜取り生育状況とゴール寄生数を調べた。
賦験結果上記方法による結果は第1表に示す如く
である。

まづ草丈についてみると,D-D,ネマヒュームは30

％増で，ネマゴン剤は使用量が多いほど草丈の高い傾向
がみられた。葉数では標準区より処理区が増すようで，
薬剤間ではネマゴン油剤乳剤の濃度の高い区とD-D,
ネマヒュームなどが多いようである。

葉重すなわち収赴をみると，ネマゴン乳剤1.8cc区の
みが標準区より少ない。

D-D1.8cc,D-D3.6cc,ネマヒューム区などは標
嘩の2倍強,ネマゴン乳剤,ネマゴン油剤の濃度及び使用
量の多い区が1．5倍でこれに次いでいる。ネマゴン剤が
効果の低かった原因として考えられることは低温のため

土壊中における薬剤の拡散が鈍ったであろうということ


